
が行う生涯学習や社会教育などの活動を支援するため、映写機やプロジェクターなどの視聴
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 覚機材等を確保し、生涯学習や学校教育、家庭教育、幼児教育、青少年教育、地域活動、市民活動などの場
展開方向

で活用してもらう。
・保有している視聴覚教材を貸し出しし、有効活用を図るとともに、社会教育団体等を対象に映写機やプロ ・機材等の貸し出し業務（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ジェクターなどの視聴覚機材等の貸し出しを行う。
・１６ミリフィルムの劣化を防ぐため、貸出頻度の高いフィルムの保守点検を行う。 当該年度

執行計画
(3)事業内容 内　　容

視聴覚機材等利用件数 想定値 300当該年度
単位 件

活動結果指標 実績値 166

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 市民や団体が行う生涯学習や社会教育の活動を支援するため、視聴覚機材等の貸し出しを行う。 直接 視聴覚機材等利用件数 件 166 200

令和 4年度 同上 直接 同上 件 200

令和 5年度 同上 直接 同上 件 200

インターネット等の普及により視聴覚教材の貸し出しは減少の傾向にあるが、団体利用などの需要があるため引き続き機材の貸
(7)事業実施上の課題と対応 出を行っていく。 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

・消耗品 12 ・消耗品 0 0 ・消耗品 12 ・消耗品 12
・修繕料 30 ・修繕料 30 30 ・修繕料 30 ・修繕料 30
・火災保険 3 ・修繕料（流用） 9 9 ・火災保険 3 ・火災保険 3
・パート会計年度（事務補助）報酬 197 ・火災保険 3 3 ・パート会計年度（事務補助）報酬 210 ・パート会計年度（事務補助）報酬 210

・パート会計年度（事務補助）報酬 210 210

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 242 合　　計 252 252 合　　計 255 合　　計 255
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 242 252 252 255 255

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.1 0.1 0.1 0.08 0.08
正職員人件費 870 890 890 712 712

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 197 210 210 218 218
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,112 1,142 1,142 967 967
(11)単位費用

3.71千円／件 3.81千円／件 6.88
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・視聴覚教材及び機材は、その活用方法により、よりわかりやすい学習機会を提供する事ができることから、さまざまな ○①事前確認での想定どおり
場所で必要とされている。 ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により講座、イベント等が中止になり、貸出件数は減少しているが、一定数の貸
出があった。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている 個人・団体の学習活動等のため、無料で使用できる機器を提 □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 機器を無料で貸し出しすることで、自治会等の講座やイベン

□提供主体が市しかない 供している。 □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 トで活用された。
■その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 出前講座や市民イベント等での利用があった ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
特になし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 機材・教材の保守・点検を行い、長期にわたって使用できる ●①想定どおり
□②生き物と共存している ようメンテナンスをしている。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
特になし

効
　
率
　
性

現況値(a)(件) 目標値(b)(件) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(件) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
166 200 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の拡大のため
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 79 39.5
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,142 △30 1,142 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△2.7

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の拡大のため

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 17.51

件 10万円 6.92 39.52

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1084 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 視聴覚機材等の貸出 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 2 人 (換算人数 0.1 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,133 千円 (うち人件費 890 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 1,142 千円 (うち人件費 890 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラリーなど 広く市民や団体



抜こうとする新成人を祝い励ます。
施策目的・

(2)目的 マとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的な学習活動を支援 事業目的
展開方向

します。
新成人代表による成人式企画運営会議を立ち上げ、代表者が中心となり式典内容を企画、成人式を運営して ６月から１１月まで、月１回の企画運営会議（合計６回）
いく。　　　　　　　 １２月に会場リハーサル

当該年度 前日リハーサルと成人式本番（１月８日・９日）
執行計画

(3)事業内容 内　　容

会議の開催回数 想定値 6当該年度
単位 回

活動結果指標 実績値 5

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 出席した新成人が大人になったことを自覚し、思い出に残る式典を開催する。 直接 成人式への出席率 ％ 75 70

令和 4年度 同上 直接 同上 ％ 72

令和 5年度 同上 直接 同上 ％ 75

出席率が高く会場（けやきプラザ）の座席数が足りないため新成人が座れない状態になっている。来賓数を減らす等の対策が必
(7)事業実施上の課題と対応 要である。 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

成人代表謝礼 70 成人代表謝礼 70 60 成人代表謝礼 70 成人代表謝礼 70
筆耕翻訳料（手話通訳） 36 筆耕翻訳料（手話通訳） 42 36 筆耕翻訳料（手話通訳） 42 筆耕翻訳料（手話通訳） 42
式典用消耗品 75 式典用消耗品 76 74 式典用消耗品 76 式典用消耗品 76
記念品製作 1,041 記念品製作及び式次第印刷 1,364 1,363 記念品製作 1,200 記念品製作 1,200
スライド作成費 26 連絡用郵便 121 105 式次第印刷 164 式次第印刷 164
式次第印刷 198 式典演出委託 1,369 1,364 連絡用郵便 121 連絡用郵便 121
連絡用郵便 108 会場使用料 224 191 式典演出委託 1,369 式典演出委託 1,369

実施内容 式典演出委託 1,370 パート会計年度（事務補助）報酬 419 419 会場使用料 224 会場使用料 224
会場使用料 224 式典演出委託（予算流用） △4 パート会計年度（事務補助）報酬 419 パート会計年度（事務補助）報酬 419

(8)施行事項
費　　用 パート会計年度（事務補助）報酬 197 マスコットデザイン費（予算流用分） 4 4

予算(決算)額 合　　計 3,345 合　　計 3,685 3,616 合　　計 3,685 合　　計 3,685
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 3,345 3,685 3,616 3,685 3,685

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.85 0.95 0.95 0.8 0.8
正職員人件費 7,395 8,455 8,455 7,120 7,120

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 197 419 419 218 218
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 10,740 12,140 12,071 10,805 10,805
(11)単位費用

1,534.29千円／回 2,023.33千円／回 2,414.2
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

「成人の日」は大人になったことを自覚して自ら生き抜こうとする青年を励ます日として、国民の祝日に関する法律に定 ●①事前確認での想定どおり
められており、人生の節目として大切な行事である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

多くの新成人に参加していただいた。５回実施した会議で新成人に式典企画及び記念品のデザインを検討してもらい、新
型コロナウイルス禍の中で充実したものとなった。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市主催とすることで、多くの方の参加が可能となった。

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 新成人代表による企画運営会議を立ち上げ、代表者が中心と 新成人代表による企画運営会議を立ち上げ、式典の企画運営 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り なって式典の企画運営等を行う。 を行った。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
●⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 会場内のごみの分別及び軽減。 記念品を該当者に事前に郵送したことで会場内での落とし物 ●①想定どおり
□②生き物と共存している やゴミが出ないようにした。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
75 70 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

多くの新成人に参加していただいたため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 72 102.86
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 12,140 △1,400 12,071 99.43
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△13.04

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.58

％ 10万円 0.6 103.45

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1085 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 成人式 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.95 人）
(1)事業概要

(当　初) 12,140 千円 (うち人件費 8,455 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題などをテー 大人になったことを自覚し、自ら生き



を図ります。また、活動や発表の場を 市民会館に代わる新たな文化交流拠点施設の整備に取り組み、市民の文化芸術活動を支援する。
施策目的・

(2)目的 提供するため、既存施設の効率的利用を一層進めるとともに、さまざまな整備手法を検討しながら、文化を 事業目的
展開方向

中心としたさまざまな交流やにぎわいを生み出す文化交流拠点施設の整備に取り組みます。
市民会館に代わる新たな文化交流拠点施設の整備に取り組み、文化芸術活動を支援する。令和元年5月にと 令和元年5月にとりまとめた「我孫子市文化交流拠点施設建設構想（案）」をもとに、関係課と情報共有す
りまとめた「我孫子市文化交流拠点施設建設構想（案）」をもとに、規模、機能等を検討する。 るとともに、施設の文化芸術発信機能について、関係団体と意見交換を行う。また、文化施設整備基金の管

当該年度 理・運営を行う。
執行計画

(3)事業内容 内　　容

新たな文化交流拠点施設のホール規模等の検討状況。 想定値 15当該年度
単位 ％

活動結果指標 実績値 0

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 「建設構想（案）」をもとに、施設の機能・規模等について方向性を集約する。 間接 「建設構想」策定の進捗率 ％ 15 30

令和 4年度 「建設構想（案）」をもとに、施設の機能・規模等について方向性を集約する。 間接 「建設構想」策定の進捗率 ％ 40

令和 5年度 「建設構想（案）」をもとに、施設の機能・規模等について方向性を集約する。 間接 「建設構想」策定の進捗率 ％ 70

取りまとめた「建設構想（案）」を基に、今後は建設の是非も含めて広く意見を聴き、市として建設に関して判断していく必要
(7)事業実施上の課題と対応 がある。 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

＊ 関係団体等からの意見聴取を行う 0 ＊ 関係団体等からの意見聴取を行う 0 0 ＊ これまで収集した意見等を踏まえて 0 ＊ 「我孫子市文化交流拠点施設整備建設 0
文化施設整備基金の管理・運用 0 文化施設整備基金の管理・運用 500 500 ＊ 方向性を集約する 0 ＊ 構想（案）」を更新する 0

文化施設整備基金の管理・運用（3月補 100 100 文化施設整備基金の管理・運用 500 文化施設整備基金の管理・運用 500

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 600 600 合　　計 500 合　　計 500
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 600 600 500 500

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.15 0.25 0.25 0.2 0.2
正職員人件費 1,305 2,225 2,225 1,780 1,780

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,305 2,825 2,825 2,280 2,280
(11)単位費用

130.5千円／％ 188.33千円／％ 0
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

文化施設の建設は、多くの市民の方々から望まれており、議会においても「市民会館早期再建に関する要請について」の ○①事前確認での想定どおり
陳情が採択されていることなどから、建設を前提に検討する必要がある。 ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症の拡大のより関係団体から意見聴取ができなかった。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 施設の機能や規模など、多くの課題を調査検討する必要があ

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 るため。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
●①事業計画時に市民の参画有り 関係団体と意見交換を行っていく。 市民団体等から寄附が寄せられている。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
15 30 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の拡大のより関係団体から意見聴取ができなかったが
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 15 50

、関係団体役員への説明会を行った。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,825 △1,520 2,825 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△116.48

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の拡大のより関係団体から意

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 見聴取ができなかったため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 1.06

％ 10万円 0.53 50

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は文化芸術活動への支援と環境整備という施策の実現に効果的な事業となっているため、今後も引き続き現状通り推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1089 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 □経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 新たな文化交流拠点施設整備の検討 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 令和 3年度 ～ 令和 3年度 ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.25 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,725 千円 (うち人件費 2,225 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 2,825 千円 (うち人件費 2,225 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の自主的な文化芸術活動を促進するため、共催・後援事業の拡充



、学習の拠点 学校の余裕教室を開放し、地域における大人と子どもの交流や学習活動等の様々な活動を支援する。
施策目的・

(2)目的 施設の整備を計画的に進めるとともに、学校施設など既存施設の有効活用を推進し、身近な場所で学習がで 事業目的
展開方向

きるようにします。また、湖北地区図書館の整備については、湖北台地区に立地し、老朽化への対応が急が
・我孫子第一小学校・湖北台西小学校（各１教室）・湖北台東小学校（１教室）を午前の部（９時～１３時 ・随時申請の受付・処理を行う。
）、午後の部（１３時～１７時）、夜間の部（１７時～２１時）に開放する。 ・使用料の受け入れ（１０月・４月）
・高野山小学校・布佐小学校（１教室）を月曜日から土曜日は夜間の部（１８時～２１時）のみ開放し、日 当該年度 ・地域交流教室の利用を高めるようホームページやチラシ、広報等で周知する。
曜日は午前の部（９時～１３時）、午後の部（１３時～１７時）、夜間の部（１８時～２１時）開放する。 執行計画 ・利用団体を広報で募集する。（２月）

(3)事業内容 内　　容 ・通年利用希望団体の申込、決定を行なう。（２月）

地域交流教室の予約数 想定値 2,500当該年度
単位 コマ

活動結果指標 実績値 2,309

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 地域交流教室の活用をさらに高めていく。 直接 地域交流教室の利用率（総使用コマ数／使用可能コマ数） ％ 44 50

令和 4年度 同上 直接 同上 ％ 50

令和 5年度 同上 直接 同上 ％ 50

・大人と子供の交流が第一の目的であるが、地域交流教室の利用者と子どもの交流のために利用される機会が少ないため、検討
(7)事業実施上の課題と対応 　が必要。 代替案検討 ○有 ●無

・地域交流教室利用者の来校方法の周知徹底。

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

消耗品費 12 消耗品費 12 12 消耗品費 12 消耗品費 12
ﾋﾟｱﾉ調律（高野山小、湖北台東小） 28 ピアノ調律（西小、布佐小） 28 25 ﾋﾟｱﾉ調律（高野山小、湖北台東小） 28 ピアノ調律（西小、布佐小） 28
清掃委託料（湖北台東小12か月分） 36 清掃委託料（湖北台東小12か月分） 36 0 清掃委託料（湖北台東小12か月分） 36 清掃委託料（湖北台東小12か月分） 36
パート会計年度（事務補助）報酬 198 清掃委託料（湖北台東小12か月分）（12 △36 0 パート会計年度（事務補助）報酬 419 パート会計年度（事務補助）報酬 419

パート会計年度（事務補助）報酬 419 419

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 274 合　　計 459 456 合　　計 495 合　　計 495
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 234 419 456 455 455

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 □その他 40 □特会 ■受益 □基金 □その他 40 0 □特会 ■受益 □基金 □その他 40 □特会 □受益 □基金 □その他 40
換算人数(人) 0.25 0.3 0.3 0.2 0.2
正職員人件費 2,175 2,670 2,670 1,780 1,780

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 198 419 419 109 109
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,449 3,129 3,126 2,275 2,275
(11)単位費用

0.86千円／コマ 1.25千円／コマ 1.35
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・サークル・団体活動が盛んになり、身近な活動施設が必要になっている。 ○①事前確認での想定どおり
・少子化による児童・生徒の減少により余裕教室が生じており、その活用が必要である。 ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・地域で子どもを支えるうえで、活動の場の提供が必要である。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、使用制限を行ったため。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 学校の余裕教室を利用しているため、行政でなければ実施で

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 きない。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

■市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他 教室使用後の清掃について、使用団体の協力をお願いしてい

る。
＜その他の内容＞
使用後の部屋の清掃や、施設の譲り合いに協力いただいている。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 自動車での来校を禁止している。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
特になし

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
44 50 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の拡大より使用制限をしたため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 29 58
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 3,129 △680 3,126 99.9
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△27.77

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の拡大より使用制限をしたた

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 め。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 1.6

％ 10万円 0.93 58.13

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1107 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 地域交流教室の管理・運営 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 昭和63年度 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.3 人）
(1)事業概要

(当　初) 3,165 千円 (うち人件費 2,670 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 3,129 千円 (うち人件費 2,670 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51103 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

学習する場の充実を図るため、公民館や図書館、鳥の博物館、白樺文学館などの施設の充実や



が持つ能力や知識を活用し、市民が主催、実施する集会・勉強会
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 等の学習活動を支援する。
展開方向

市内に在住・在勤・在学している原則１０人以上（市民講師は講師が希望する最少人数）の参加者がいる団 年間を通して、随時の申請に応じ、出前講座の日程・内容等の調整、決定、各課・市民講師への実施依頼な
体やグループが主催する集会等に、講師として市の職員・市民講師を派遣し、専門知識を活かした講座を行 どを行う。ＰＲ活動を行う。年度末に次年度に向けて現行講座内容の見直し、講師の更新作業を行う。
う。 当該年度
様々な分野の講師を活用し講座内容を充実させ、幅広い学習機会を提供することで、市民が市政について学 執行計画

(3)事業内容 内　　容 んだり、新しい学習活動を始めるきっかけづくりの場とする。

出前講座メニュー利用者数 想定値 3,500当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 1,134

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 多くの市民に出前講座を利用してもらい市民の学習活動に役立ててもらう。 直接 出前講座メニュー利用者数 人 3,199 3,500

令和 4年度 多くの市民に出前講座を利用してもらい市民の学習活動に役立ててもらう。 直接 出前講座メニュー利用者数 人 3,600

令和 5年度 多くの市民に出前講座を利用してもらい市民の学習活動に役立ててもらう。 直接 出前講座メニュー利用者数 人 3,700

リピーター数が多く、同じ講座を受講することができないことから、年々利用者数は減少傾向である。
(7)事業実施上の課題と対応 チラシやメニュー表を公共施設に配布しているが、新たに利用する団体を見つけるため出前講座についてのPRの工夫が課題であ 代替案検討 ○有 ●無

る。

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

パート会計年度（事務補助）報酬 1,054 パート会計年度（事務補助）報酬 643 643 パート会計年度（事務補助）報酬 643 パート会計年度（事務補助）報酬 643
講師報償 60 講師報償 60 17 講師報償 60 講師報償 60
消耗品 91 消耗品 83 73 消耗品 83 消耗品 83

通信運搬 35 19 通信運搬 35 通信運搬 35

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 1,205 合　　計 821 752 合　　計 821 合　　計 821
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 1,205 821 752 821 821

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2
正職員人件費 1,740 1,780 1,780 1,780 1,780

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,054 1,054 1,054 1,365 1,365
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,945 2,601 2,532 2,601 2,601
(11)単位費用

0.84千円／人 0.74千円／人 2.23
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

○市民調査結果からも生涯学習に対する市民の関心が高まっており、現在の社会の要請に応え、市民の自主的な学習活動 ●①事前確認での想定どおり
を支援していく必要がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○市民のライフスタイルの変化などにより市民のニーズが多様化、高度化しており学びたいときに学べる幅広い学習機会 ○要
   背景は？(事業の必要性) を提供して行く必要がある。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

学びたい時に学習機会のニーズがある。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 出前講座には、「市役所メニュー」（市の事業について学習

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 を行う）、「市民講師メニュー」（市民が講師を行う）、「
□その他 　促進された キャンパスメニュー」（大学の先生が学習を行う）。３つの

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した メニューがあり、市が出前講座の事業を行うことにより、公
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された 共性を保ちつつ人材を活用し、講座の利用ができるため」。 ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

■市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市民が講師となり市民が集う学習の場へ出向き講座を実施す 市民・市の職員・大学の先生が講師となり、市民が集う学習 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り る。 の場へ出向き講義を実施した。 ●②当初期待したとおり
●③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 地球温暖化や自然環境に関する講座を設けている。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
地球温暖化や自然環境に関する講座を実施している。

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
3,199 3,500 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルスの影響で人気の講座の受付を中止していた時期があった。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 1,134 32.4
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,601 344 2,532 97.35
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

あ

11.68

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響で受付を中止していた

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 期間があったため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 134.56

人 10万円 44.79 33.29

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1160 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 出前講座の運営 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 1 人 (換算人数 0.2 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,601 千円 (うち人件費 1,780 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラリーなど 行政・市民・学校・企業などいわゆる地域



内容の充実、情報の共有化な 広く市民に生涯学習の普及・啓発を図り、市民の自主的な生涯学習を促す。
施策目的・

(2)目的 どを進めて、生涯学習振興に関する行政施策を総合的に推進します。また、学習に関する情報提供、相談体 事業目的
展開方向

制の充実を図るとともに、他の自治体や市民団体、大学、研究機関、企業などとの連携を強化するなど、市
・生涯学習のきっかけづくりとなるような講演会や講座などのイベントを実施する。 生涯学習ニュースの発行、生涯学習普及啓発事業を行なう。
・いろいろな年齢層に向け講座やイベントを開催し、市民へ生涯学習の普及・啓発を行う。 ・生涯学習ニュースの発行　

当該年度 ・講座・イベントの開催
執行計画 ・夏休み子ども向けイベント（１６ミリアニメ映画会、朗読会）

(3)事業内容 内　　容 ・生涯学習推進計画の推進

講座等の開催回数 想定値 6当該年度
単位 回数

活動結果指標 実績値 8

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 市民のニーズにあった生涯学習普及啓発事業を行う。 直接 生涯学習ニュース発行回数 回数 2 2

令和 4年度 市民のニーズにあった生涯学習普及啓発事業を行う。 直接 生涯学習ニュース発行回数 回数 3

令和 5年度 市民のニーズにあった生涯学習普及啓発事業を行う。 直接 生涯学習ニュース発行回数 回数 3

令和３年度から始まる第３次生涯学習推進計画後期実施計画に沿った事業を、生涯学習審議会に諮りながら推進します。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

講師謝礼 250 講師謝礼 150 112 講師謝礼 150 講師謝礼 150
生涯学習推進事業消耗品 123 生涯学習推進事業消耗品 134 108 生涯学習推進事業消耗品 134 生涯学習推進事業消耗品 134
生涯学習ニュース印刷代 99 生涯学習ニュース印刷代 99 35 生涯学習ニュース印刷代 99 生涯学習ニュース印刷代 99
パート会計年度（事務補助）報酬 987 生涯学習ニュース印刷代（流用） △9 △9 パート会計年度（事務補助）報酬 838 パート会計年度（事務補助）報酬 838

＊ 市制５０周年記念事業　山下清展 パート会計年度（事務補助）報酬 838 838
＊ ・講師報償費　ギャラリートーク謝礼 175
＊ ・市民スタッフ報償費 105

実施内容 ＊ ・旅費 11
＊ ・消耗品 255

(8)施行事項
費　　用 ＊ ・印刷製本費　ポスター他 652

＊ ・施設使用料　市民プラザ 334
＊ ・絵画賃借料　 5,692
＊ ・備品購入費　ショーケース他 605

予算(決算)額 合　　計 9,288 合　　計 1,212 1,084 合　　計 1,221 合　　計 1,221
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 6,838 1,192 1,084 1,201 1,201

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 ■その他 2,450 □特会 □受益 □基金 ■その他 20 0 □特会 □受益 □基金 ■その他 20 □特会 □受益 □基金 □その他 20
換算人数(人) 1 0.75 0.75 0.97 0.97
正職員人件費 8,700 6,675 6,675 8,633 8,633

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 987 838 838 1,089 1,089
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 17,988 7,887 7,759 9,854 9,854
(11)単位費用

2,998千円／回数 1,314.5千円／回数 969.88
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市民の多様な学習ニーズに対応し、学びと交流をとおして活力に満ちたまちづくりが求められている。また、生涯学習推 ●①事前確認での想定どおり
進計画に基づく施策を着実に実行する必要があり、大学・企業・研究機関・市民団体等との学習事業の連携が求められて ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ いるため、学習機会を提供する場が必要となっている ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市内大学等の学校と連携した事業を実施できた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市内大学等の学校と連携した事業を実施できた。

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる 市民のニーズや地域課題に対して、無料又は実費負担程度で □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した 学習機会を提供できる。 □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

■その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
●①事業計画時に市民の参画有り 講師やボランティアとして市民の参画がある。 ちばテク我孫子校の生徒がボランティアで事業の補助をして ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り くれた。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
特になし

効
　
率
　
性

現況値(a)(回数) 目標値(b)(回数) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(回数) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
2 2 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

予定通り情報誌を発行することができた。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 2 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 7,887 10,101 7,759 98.38
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

56.15

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.03

回数 10万円 0.03 100

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1165 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 生涯学習推進事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 生涯学習普及啓発事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 令和 2年度 ～ ⑥担当職員数 7 人 (換算人数 0.75 人）
(1)事業概要

(当　初) 7,896 千円 (うち人件費 6,675 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 7,887 千円 (うち人件費 6,675 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51201 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動を活発にするため、市が行う生涯学習関連事業の体系化や事業



報を提供するとともに、学習に関する市民からの問い合わせや相談に適切に対応し、市民
施策目的・

(2)目的 どを進めて、生涯学習振興に関する行政施策を総合的に推進します。また、学習に関する情報提供、相談体 事業目的 の自主的な学習活動を支援する。
展開方向

制の充実を図るとともに、他の自治体や市民団体、大学、研究機関、企業などとの連携を強化するなど、市
・広報あびこ、市ホームページなどを通じて、各課が実施している生涯学習関連の事業や、生涯学習に携わ 〇通年
る人材や団体の情報、生涯学習イベントなどの情報を提供する。 　・広報あびこ、市ホームページなどを通じて、生涯学習関連の情報を提供する。
・市民の専門的な技術・経験・知識などを学習活動にいかすため、人材情報、団体・グループ情報への登録 当該年度 　・人材情報、団体・グループ情報への登録を進め活用を図る。
を進めると共に活用を図る。 執行計画 　・市民からの問い合わせや相談に対応する。

(3)事業内容 内　　容 ・学習に関する市民からの問い合わせや相談に対応する。

人材情報、団体・グループ情報（ホームページ）へのアクセス数 想定値 3,300当該年度
単位 件

活動結果指標 実績値 3,104

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 生涯学習関連の情報を提供するとともに、学習に関する市民からの問い合わせや相談に適切に対応する。 直接 人材情報、団体・グループ情報（ホームページ）へのアクセス数 件 3,564 3,300

令和 4年度 生涯学習関連の情報を提供するとともに、学習に関する市民からの問い合わせや相談に適切に対応する。 直接 人材情報、団体・グループ情報（ホームページ）へのアクセス数 件 3,500

令和 5年度 生涯学習関連の情報を提供するとともに、学習に関する市民からの問い合わせや相談に適切に対応する。 直接 人材情報、団体・グループ情報（ホームページ）へのアクセス数 件 3,700

常に分析等を行い、市民のニーズに合った情報を提供できるようにしておく必要がある。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

パート会計年度（事務補助）報酬 522 パート会計年度（事務補助）報酬 161 161 パート会計年度（事務補助）報酬 161 パート会計年度（事務補助）報酬 161

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 522 合　　計 161 161 合　　計 161 合　　計 161
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 522 161 161 161 161

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.4 0.35 0.35 0.4 0.4
正職員人件費 3,480 3,115 3,115 3,560 3,560

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 522 522 522 512 512
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 4,002 3,276 3,276 3,721 3,721
(11)単位費用

1.21千円／件 0.99千円／件 1.06
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

〇アンケート調査の結果から、市民の生涯学習に対する関心の高さが伺えることから、市民の自主的な学習活動を支援し ●①事前確認での想定どおり
ていく必要がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 〇市民に最適な学習機会等の情報を提供して、学習意欲を高める必要がある。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市民が学習活動に必要な情報をインターネットや広報紙から収集できる環境が必要である。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市が人材や団体の情報を整備することで、情報の収集・管理

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 ・提供において、公共性を保つことができる。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ ■⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 関係機関と連携し、学習情報の提供について意見を求めてい 人材、団体、グループ情報は市民に情報を提供してもらい、 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り く。 提供するものである。 ●②当初期待したとおり
●③管理・運営に市民の参画有り 生涯学習のホームページにより、情報を発信している。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 地球温暖化や自然環境に関連する団体の登録がある。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
地球温暖化や自然環境に関する人材や団体の登録がある。

効
　
率
　
性

現況値(a)(件) 目標値(b)(件) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(件) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
3,564 3,300 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、学習機会が減少したため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 3,104 94.06
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 3,276 726 3,276 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

18.14

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 100.73

件 10万円 94.75 94.06

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和4年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1167 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 生涯学習に関する情報提供と相談対応 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 6 人 (換算人数 0.35 人）
(1)事業概要

(当　初) 3,276 千円 (うち人件費 3,115 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51201 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動を活発にするため、市が行う生涯学習関連事業の体系化や事業内容の充実、情報の共有化な 生涯学習関連の情



抱える保護者に、より充実した子育てができるよう、多様な学習機会と情報を提供す
施策目的・

(2)目的 マとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的な学習活動を支援 事業目的 ると共に、子育てに関わる保護者同士が互いに支えあえる仲間づくりの場を提供する。また、地域の子育て
展開方向

します。 ネットワーク作りを支援する。
・２・３歳児対象：アビスタ２コース（各全９回） ２、３歳対象コース
＜内容＞保護者が集団の中で我が子の姿を見ながら、①親子のふれあい②学級性同士の交流③互いに学び合 ・５月開級～１０月閉級まで（全９回）アビスタ火曜、木曜コース実施
う姿勢の３点に軸に、子育ての楽しさについて学ぶ場とする。 当該年度 ・９月開級～１１月閉級まで（全９回）コホミンコース実施
開級式、親子体操、野外遊び、工作、リトミック、親子クッキング等　 執行計画 Baby対象コース

(3)事業内容 内　　容 ・０歳児：２コース（各全６回） ・５月開級～７月閉級（全６回）９月開級～１１月閉級（全６回）アビスタ実施
＜内容＞初めての子育ての不安の解消や、母親の体、心の変化、赤ちゃんの発達、子どもへの接し方などを
仲間と共に主体的に学ぶ。 受講者数 想定値 90当該年度
母親のメンタルケア、体の調整、体操、親子のふれあい遊び等 単位 組

活動結果指標 実績値 76＜募集方法＞広報あびこ、我孫子市ホームページ、子育て応援メール等

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 人との関わりの楽しさや、子育ての喜びを知る。また、他の親子関係を見て、自分の子育てを見つめ直す。 直接 受講者満足度 % 80 85

令和 4年度 人との関わりの楽しさや、子育ての喜びを知る。また、他の親子関係を見て、自分の子育てを見つめ直す。 直接 受講者満足度 % 90

令和 5年度 人との関わりの楽しさや、子育ての喜びを知る。また、他の親子関係を見て、自分の子育てを見つめ直す。 直接 受講者満足度 % 95

当事業と携帯が違うものの、２～３歳児を受け入れている子育て支援事業も充実してきており、当学級と並行して参加している
(7)事業実施上の課題と対応 受講者が８９％いる。また、幼稚園のプレ保育は何か所も申し込みが可能であるなど、受け皿も増えている。こうした、子育て 代替案検討 ○有 ●無

環境の変化を受け、子育ての仲間を作ってもらい、親の不安解消の場とすることを目的に、働いている方が育児休暇を取ってい

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 2,656 パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 2,893 2,893 パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 2,893 パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 2,893
講師謝礼金 400 講師謝礼金 400 241 講師謝礼金 400 講師謝礼金 400
消耗品費 8 消耗品費 8 8 消耗品費 8 消耗品費 8
食糧費 2 食糧費 2 0 食糧費 2 食糧費 2
通信費 1 通信費 1 1 通信費 1 通信費 1
保険料 40 保険料 40 40 保険料 40 保険料 40

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 3,107 合　　計 3,344 3,183 合　　計 3,344 合　　計 3,344
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 3,107 3,344 3,183 3,344 3,344

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.2 0.6 0.6 0.25 0.25
正職員人件費 1,740 5,340 5,340 2,225 2,225

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 2,656 2,656 2,656 2,219 2,219
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 4,847 8,684 8,523 5,569 5,569
(11)単位費用

53.86千円／組 96.49千円／組 112.14
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

１２回の学習を通じて固定されたメンバー（同じ年齢の子を持つ親）で学級作りをする。継続した活動が学級生の濃密な ●①事前確認での想定どおり
関係を作り、子育ての悩み、不安を軽減される。年間カリキュラムがあることで、①子どもの成長が実感できる②仲間と ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ の共同作業をすることにより、達成感、協力する大切さを得る③集団に入ることで他の親子関係を見ることができ、自分 ○要
   背景は？(事業の必要性) の子育てを見つめ直す機会となる。市内に親子学級は多くあるが、単発の活動形態をとるものがほとんどであるため、互 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

いに支え合う子育ての輪を広げる場として、本事業は必要である。学級終了後も、子育てを通じて知り合った同じ価値観 日常の子育てについて、子どもとの関わり方や、考え方を共有できる話し合い、共同作業等の実施により、母親同士の交
を持つ仲間が継続学級として活動しており、人と人とのつながりを作る第一歩の場となっている。また、ほかの事業を知 流が図られ、子育てを通して同じ価値観を持つ仲間の輪を、広げることができた。
○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 同じ年齢の子どもを持ち、子育てを通して、同じ価値観を持

□提供主体が市しかない ■③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 つ学級生と出会える場である。学習の中で仲間と一緒に考え
□その他 　促進された 、日常の子育ての楽しさや、苦労を共有し、互いに支え合え

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した る仲間づくりができる場として必要な学級である。
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市内で活躍している市民を講師に招き、実施する。 おもに市内在住の講師、団体等の協力により実施。地域で活 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 躍する先輩の母親を講師として招くことで、今後の地域活動 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り のきっかけの場にもなっている。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
●④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 外遊びや運動会など、屋外での学習機会を設ける。 手賀沼公園で外遊び、運動会を実施。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
80 85 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

学級生のニーズに合ったものを提供できた。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 117.65
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 8,684 △3,837 8,523 98.15
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△79.16

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 講師の選定に関し、事業費の削減に努めた。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.98

% 10万円 1.17 119.39

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1168 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 公民館学級、講座 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 のびのび親子学級 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 2 人 (換算人数 0.6 人）
(1)事業概要

(当　初) 8,684 千円 (うち人件費 5,340 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題などをテー 子育ての不安や葛藤を



相互の連携を図り、公民館活動の振興・発展を目的とする。
施策目的・

(2)目的 マとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的な学習活動を支援 事業目的
展開方向

します。
次の連絡協議会事業に参加する。 千葉県公民館連絡協議会などは、研修会の開催等おこなう。
①東葛飾地区情報、資料の交換及び協力連携図るための部会。 ・東葛飾地区連絡協議会研修会
②職員の育成・知識・技術の向上を図るための研修会。 当該年度

執行計画
(3)事業内容 内　　容

参加市町村数 想定値 53当該年度
単位 市町村

活動結果指標 実績値 0

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 公民館相互の連携を図り、公民館運営に役立てる。 間接 東葛飾公民館連絡協議会の研修への参加者数 人 0 30

令和 4年度 公民館相互の連携を図り、公民館運営に役立てる。 間接 東葛飾公民館連絡協議会の研修への参加者数 人 30

令和 5年度 公民館相互の連携を図り、公民館運営に役立てる。 間接 東葛飾公民館連絡協議会の研修への参加者数 人 30

各市と情報交換を図り、公民館相互の連携を一層進めていくことが課題である。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

協議会負担金（県） 42 協議会負担金（東葛飾地区） 13 0 協議会負担金（東葛飾地区） 13 協議会負担金（東葛飾地区） 13
協議会負担金（東葛飾地区） 13 協議会負担金（東葛飾地区）（12月補正 △13 0 コーディネーター研修費用弁償・旅費 3 コーディネーター研修費用弁償・旅費 3
関ブロ千葉大会研修負担金 5 コーディネーター研修費用弁償・旅費 3 0 パート会計年度（公民館CN）報酬 796 パート会計年度（公民館CN）報酬 796
コーディネーター研修費用弁償・旅費 3 コーディネーター研修費用弁償・旅費（ △3 0
関ブロ千葉大会研修旅費 4 パート会計年度（公民館CN）報酬 796 796
パート会計年度（公民館CN）報酬 796

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 863 合　　計 796 796 合　　計 812 合　　計 812
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 863 796 796 812 812

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.05 0.05 0.05 0.2 0.2
正職員人件費 435 445 445 1,780 1,780

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 796 796 796 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,298 1,241 1,241 2,592 2,592
(11)単位費用

24.49千円／市町村 23.42千円／市町村 0
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市民のライフスタイルの変化などにより市民の学習ニーズが多様化・高度化しており、公民館事業の一層の充実をはかる ○①事前確認での想定どおり
ため、各市と情報交換を図り公民館相互の連携を進めることは必要である。 ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ●要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ○不要

費用対効果や人的負担等の検討した結果、令和3年度より千葉県公民館連絡協議会を退会した。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 令和3年度より千葉県公民館連絡協議会を退会したが、東葛

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 飾地区公民館連絡協議会としての活動は実施できたのでは、
□その他 　促進された 各市で構成されたためである。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 企画から実施段階で市民の参加を求めている。 とくになし ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ●③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ●要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ○不要

(体制づくり)
○⑥その他 令和3年度より千葉県公民館連絡協議会を退会したため。

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境負荷低減の内容を盛り込んでいる。 とくになし ○①想定どおり
□②生き物と共存している ●②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ●要

いるか？
□⑤その他 令和3年度より千葉県公民館連絡協議会を退会したため。 ○不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ●要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 30 □③現況値との差が小さい値ではない ○不要

令和3年度より千葉県公民館連絡協議会を退会したため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 20 66.67
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ●②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,241 57 1,241 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ●要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ 令和3年度より千葉県公民館連絡協議会を退会し ○不要

たため。

4.39

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 令和3年度より千葉県公民館連絡協議会を退会したため

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 2.42

人 10万円 1.61 66.53

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ●事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
東葛飾地区の近隣市と連携しながら、最新の動向に関する情報を得ることができ当市の公民館事業の充実化を図ることができた。 令和3年度に千葉県公民館連絡協議会を退会したため、今後は今までよりも東葛飾地区の近隣市と連携しながら、最新の動向に関する情報を得

ることが必要となる。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1171 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 公民館連絡協議会事務 位置づけ

③事業主体 ○市 ●その他（ 東葛飾地区連絡協議会 ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 1 人 (換算人数 0.05 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,257 千円 (うち人件費 445 千円）⑦事業費
総事業費 5,908 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 1,241 千円 (うち人件費 445 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51102 重点なし ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題などをテー 公民館



環境など家庭や教育に関わる様々なことを共に学び、家庭での教育力の向上を図る。
施策目的・

(2)目的 マとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的な学習活動を支援 事業目的 出会い・交流を通してより良い仲間づくりや子育てを支援する。また、受講生同士が相互に親睦を深め、地
展開方向

します。 域など広く社会とかかわることで楽しみながら子育てをする。
小学校1年生の保護者を対象とする。 ５月から翌年１月まで１４回実施、うち３回の学習を公開とする。
通年の家庭教育学級１コース 家庭、学校、地域の連携をさらに深める学習や、家族も参加できる学習、食育の学習もとり入れ、家庭の教
講演会・体験学習を通し、家庭教育に関する知識や理解を深め、保護者同士の交流を図る。 当該年度 育力の充実を図る。
学級生が主体的・自主的に学習できるように運営し、学級終了後も継続して学習できるよう支援する。 執行計画

(3)事業内容 内　　容

学級受講者数 想定値 50当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 38

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 一人でも多くの学級生が家庭教育の重要性を理解し、自分の家庭にふさわしい家庭教育を創造していく。 間接 受講者満足度(家庭教育の大切さを感じ、実践した受講生の割合） % 70 75
学校や地域に関心を持ち、積極的にかかわっていく。

令和 4年度 一人でも多くの学級生が家庭教育の重要性を理解し、自分の家庭にふさわしい家庭教育を創造していく。 間接 受講者満足度(家庭教育の大切さを感じ、実践した受講生の割合） % 80
学校や地域に関心を持ち、積極的にかかわっていく。

令和 5年度 一人でも多くの学級生が家庭教育の重要性を理解し、自分の家庭にふさわしい家庭教育を創造していく。 間接 受講者満足度(家庭教育の大切さを感じ、実践した受講生の割合） % 85
学校や地域に関心を持ち、積極的にかかわっていく。
地域により関心度に差があり、小学校別受講者に偏りがみられる。今後、受講者の少ない地域の応募が増加するよう募集方法を

(7)事業実施上の課題と対応 考慮する。 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 858 パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 1,286 1,286 パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 1,286 パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 1,286
講師報償費 170 講師報償費 170 105 講師報償費 170 講師報償費 170
消耗品費 10 消耗品費 10 0 消耗品費 10 消耗品費 10
食糧費 2 食糧費 2 0 食糧費 2 食糧費 2
通信運搬費 1 通信運搬費 1 1 通信運搬費 1 通信運搬費 1
保険料 20 保険料 20 20 保険料 20 保険料 20

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 1,061 合　　計 1,489 1,412 合　　計 1,489 合　　計 1,489
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 1,061 1,489 1,412 1,489 1,489

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.15 0.15 0.15 0.25 0.25
正職員人件費 1,305 1,335 1,335 2,225 2,225

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 858 858 858 1,365 1,365
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,366 2,824 2,747 3,714 3,714
(11)単位費用

47.32千円／人 56.48千円／人 72.29
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

　近年、都市化、核家族化、少子化、地縁的つながりの希薄化など、家庭を取り巻く社会情勢は大きく変化しており、各 ●①事前確認での想定どおり
家庭での教育観も多様化している。また、虐待や子育て放棄、子ども間でのいじめなど様々な問題も起きており、家庭内 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ においては子育てに悩む保護者も多い。これらの悩みを緩和するためにも、同じ立場である保護者同士の交流の場を設定 ○要
   背景は？(事業の必要性) すること、時代の変化に対応した多面的な子育てや教育情報を中立的な立場で提供することが必要とされている。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

　教育基本法、社会教育法で、家庭教育力の向上を図るため、家庭教育に関する学習の機会を提供する事業の実施及びそ 1年間の学習の中で、共同作業や、話し合いが必要な学習の実施により、子育てを通した同じ価値観を持った仲間の輪を
の奨励が教育委員会の事務として規定されている。 広げる場となった。
○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 1年間の学習の中で、仲間と一緒に考え、子育ての楽しさや

□提供主体が市しかない ■③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 苦労を分かち合い、互いに支えあえる仲間づくりが出来る場
□その他 　促進された として必要な学級である。また、アンケートの当学級に参加

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した して良かった理由として、多くの保護者が色々な方と知り合
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された え交流ができたと回答しており、ためになる話が聞けて良か ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ったと回答している。子どもと一緒の体験を通して、子ども ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他 が成長する楽しさや、子育ての楽しさに気づいてもらうこと
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 受講者の希望を取り入れた学習を企画したり、幼児連れの学 学級生が学級運営の一部を担い学習を進めた。 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り 級生には２歳以上就学時未満を対象に保育スタッフが託児を 学級生が学級の一部を企画した。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り 実施している。また、学級生自らが学級運営の一部を担い ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している 学習を進める。 ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 夏休みに親子で手賀沼船上学習を実施し、環境について考え 手賀沼課職員を講師に招き、手賀沼環境学習を実施し、環境 ●①想定どおり
□②生き物と共存している る。 についての学習を行った。 ○②想定どおりでなかった
■③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
70 75 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

学級生のニーズに合ったものを提供。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 85 113.33
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,824 △458 2,747 97.27
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△19.36

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 参加者のニーズに合った満足度の高い学習を実施。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 2.66

% 10万円 3.09 116.17

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1173 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 公民館学級・講座 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 家庭教育学級 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 1 人 (換算人数 0.15 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,824 千円 (うち人件費 1,335 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画　

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題などをテー 子ども、家庭、地域、



幸齢期）とするために、高齢者社会の諸問題や対処の方法を学ぶ。人生の
施策目的・

(2)目的 マとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的な学習活動を支援 事業目的 後半を自立し豊かな暮らしができ、元気な高齢者として地域の高齢者を支えながら、自らもハツラツとした
展開方向

します。 人生を送るにはどうしたら良いかを考えるきっかけとする。
主に定年退職を控えた方々を念頭に、人生後半の生き方・過ごし方、心と身体の活性化や健康管理、介護と ５月～２月各月２回（８月を除く）全１２回とし、講義９０分（質疑含む）、グループの話し合い３０分（
予防、終の棲家、現代の葬送事情等を講義、体験、見学の形で学習する。 片付けを含む）の１２０分で講座を進める。

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

受講者数 想定値 45当該年度
単位 名

活動結果指標 実績値 34

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 一人でも多くの受講生が、学習結果を日常生活に生かせる、きっかけづくりをする。 間接 学習内容に関心を持った学級生の割合 % 80 85

令和 4年度 一人でも多くの受講生が、学習結果を日常生活に生かせる、きっかけづくりをする。 間接 学習内容に関心を持った学級生の割合 ％ 90

令和 5年度 一人でも多くの受講生が、学習結果を日常生活に生かせる、きっかけづくりをする。 間接 学習内容に関心を持った学級生の割合 ％ 95

市民ニーズを考えて、なるべく多くの市民の人に講座を受講できるようにする。熟年備学の学級生以外の市民も受講できる「公
(7)事業実施上の課題と対応 開講演会」の実施を検討。 代替案検討 ○有 ●無

既存の「運動」「社会参加」学習に「栄養」の部分を追加して充実を図る。シニア世代の食生活を考える。また、経済に目を向

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 1,532 パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 1,288 1,288 パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 1,288 パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 1,288
講師報償費 92 講師報償費 92 80 講師報償費 92 講師報償費 92
費用弁償 1 費用弁償 1 0 費用弁償 1 費用弁償 1

消耗品費 2 消耗品費 2
消耗品費 2 消耗品費 2 2 通信運搬費 1 通信運搬費 1

保険料 10 保険料 10
通信運搬費 1 通信運搬費 1 0

実施内容 保険料 10 保険料 10 10

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 1,638 合　　計 1,394 1,380 合　　計 1,394 合　　計 1,394
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 1,638 1,394 1,380 1,394 1,394

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.05 0.05 0.05 0.15 0.15
正職員人件費 435 445 445 1,335 1,335

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,803 1,803 1,803 683 683
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,073 1,839 1,825 2,729 2,729
(11)単位費用

46.07千円／名 40.87千円／名 53.68
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

ますます高齢化が進む中、これら熟年世代の多くの方は高齢化社会の諸問題に対し、これからどんな事を備えたらよいか ●①事前確認での想定どおり
不安を感じており、自立した心豊かな老後の備えを学び地域の中で自分にできることを見つけ行動することが望まれる。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

学習内容の工夫により、今後の諸問題に対し理解を深めることができた。また、次の行動に向けたきっかけづくりとなっ
た。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 高齢化が進む中、様々な諸問題の解決に向けて、一人ひとり

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 では気づかない広範囲な課題に関する学習を企画・実施する
□その他 　促進された ことができ、学級生からも好評であった。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市民活動の入門的な学習内容を取り入れている。 市民活動経験者や公民館が実施した学級に関わった方など、 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り 受講者の希望を取り入れた学習を企画、また、学級生自らが 様々な分野の講師を招いた学習を実施した。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り 学級運営の一部を担い学習を進めている。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 講師の講演内容に環境負荷の低減について依頼している。 環境について学習することで、環境に配慮した生活の重要性 ●①想定どおり
□②生き物と共存している を認識することができた。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
80 85 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

講座内容を工夫し、学級生からも好評であった。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 80 94.12
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,839 234 1,825 99.24
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

11.29

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 4.62

% 10万円 4.38 94.81

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1176 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 公民館学級・講座 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 熟年備学 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 1 人 (換算人数 0.05 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,839 千円 (うち人件費 445 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題などをテー 高齢期を実り豊かな幸せな期間（



実させ、人間関係を深め、地域の課題や社会の変化に対応できる能力を習得し、地域活動
施策目的・

(2)目的 マとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的な学習活動を支援 事業目的 ・まちづくりに主体的に参加しようとする人材を育成する。
展開方向

します。
３月に市広報により学級生を募集（５０人程度）。４年間継続の学級で、「一般教養、福祉、健康、地域交 入学式・始業式　　４月下旬
流、市民活動・まちづくり」などを柱として、年間２４回の学習計画をもとに学習する。また、運動会・大 各学年（約５０人）、学習・年１８回実施
学祭など各委員会を学級生とともに組織し活動する。 当該年度 合同学習　　　年２回

執行計画 ねんりんピック　　１０月上旬
(3)事業内容 内　　容 大学祭　　　２月中旬

卒業式・修了式　２月下旬
受講者数 想定値 190当該年度

単位 人
活動結果指標 実績値 171

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 長寿大学の学習成果を、自らの学習活動や地域で発揮することを望む人材をできるだけ多く輩出する。 直接 地域活動への意識割合 % 75 75

令和 4年度 長寿大学の学習成果を、自らの学習活動や地域で発揮することを望む人材をできるだけ多く輩出する。 直接 地域活動への意識割合 % 80

令和 5年度 長寿大学の学習成果を、自らの学習活動や地域で発揮することを望む人材をできるだけ多く輩出する。 直接 地域活動への意識割合 % 80

高齢者が、地域に参画していくきっかけ作りを図れるようなカリキュラム作りが必要である。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 6,052 パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 6,429 6,052 パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 6,429 パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 6,429
講師報酬費 340 講師報酬費 340 302 講師報酬費 340 講師報酬費 340
普通旅費 24 普通旅費 24 0 普通旅費 24 普通旅費 24
消耗品費 50 消耗品費 50 50 消耗品費 50 消耗品費 50
印刷製本費 45 印刷製本費 45 45 印刷製本費 45 印刷製本費 45
通信運搬費 1 通信運搬費 1 0 通信運搬費 1 通信運搬費 1
ホール管理委託 198 ホール管理委託 198 0 ホール管理委託 198 ホール管理委託 198

実施内容 保険料 40 保険料 40 40 保険料 40 保険料 40
費用弁償費 40 費用弁償費 54 0 費用弁償費 40 費用弁償費 40

(8)施行事項
費　　用 使用料及び賃借料 18 使用料及び賃借料 18 0 使用料及び賃借料 18 使用料及び賃借料 18

予算(決算)額 合　　計 6,808 合　　計 7,199 6,489 合　　計 7,185 合　　計 7,185
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 6,808 7,199 6,489 7,185 7,185

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.7 0.7 0.7 0.6 0.6
正職員人件費 6,090 6,230 6,230 5,340 5,340

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 6,052 6,052 6,052 6,826 6,826
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 12,898 13,429 12,719 12,525 12,525
(11)単位費用

67.88千円／人 70.68千円／人 74.38
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

高齢化が進む社会の変化に対し、高齢者の生活、健康問題、生きがいづくりなど社会に対応する学習機会の提供。また、 ●①事前確認での想定どおり
元気な高齢者が地域参画への役割を発見する場の提供として、高齢者学級が必要である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

元気な高齢者が地域参画への役割を発見する場が提供できた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市が主体で実施することにより、講師や団体の協力が得られ

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 る。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他 該当なし

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境学習や手賀沼船上学習を実施した。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
手賀沼の船上学習や今と昔など学習に取り入れている。

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
75 75 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

元気な高齢者が地域参画への役割を発見する場が提供できた。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 75 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ●②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 13,429 △531 12,719 94.71
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ コロナにより郊外学習やねんりんピック等が中止 ●不要

となった。

△4.12

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度 コロナにより郊外学習やねんりんピック等が中止となっ

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 た。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.56

% 10万円 0.59 105.36

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1177 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 公民館学級、講座 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 長寿大学 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 1 人 (換算人数 0.7 人）
(1)事業概要

(当　初) 13,429 千円 (うち人件費 6,230 千円）⑦事業費
総事業費 12,527 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題などをテー 高齢者の生活を充



ーなど 生涯学習施設を利用する子育て中の利用者のために、一時保育の環境を充実させる。
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的
展開方向

公民館事業や図書館利用者のために、２歳から就学前までの幼児を対象として、市民ボランティアの協力を アビスタ保育室などを利用して、年間７１回程度実施
得て、一時保育(アビスタ保育サービス）を実施する。 　・学級　１８回

当該年度 　・保育事業　５５回
執行計画

(3)事業内容 内　　容

保育利用者数 想定値 235当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 82

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 子育て中の生涯学習施設の利用者が利用しやすい環境をつくる。 直接 保育利用者数 人 159 235

令和 4年度 子育て中の生涯学習施設の利用者が利用しやすい環境をつくる。 直接 保育利用者数 人 240

令和 5年度 子育て中の生涯学習施設の利用者が利用しやすい環境をつくる。 直接 保育利用者数 人 240

保育市民スタッフの日程調整に時間がかかるため、事前にきめ細かい調整が必要である。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

パート会計年度（事務補助）報酬 791 パート会計年度（事務補助）報酬 791 791 パート会計年度（事務補助）報酬 791 パート会計年度（事務補助）報酬 791
保育スタッフ報償費 105 保育スタッフ報償費 101 31 保育スタッフ報償費 105 保育スタッフ報償費 105
消耗品 5 保育スタッフ報償費（補正） △24 消耗品 5 消耗品 5
通信費 5 消耗品 5 1 保険料 38 保険料 38
保険料 38 保険料 38 38

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 944 合　　計 911 861 合　　計 939 合　　計 939
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 944 911 861 939 939

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.35 0.1 0.1 0.2 0.2
正職員人件費 3,045 890 890 1,780 1,780

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 791 791 791 512 512
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,989 1,801 1,751 2,719 2,719
(11)単位費用

16.97千円／人 7.66千円／人 21.35
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

男女共同参画社会の実現に向けて、子育て中の女性でもあらゆる分野に参画し易いよう、負担を軽減する体制作り必要性 ●①事前確認での想定どおり
がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

公民館学級の参加者及び、公民館施設利用者への支援となった。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている 公民館・図書館利用者のための託児サービスのため。 □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 利用者が安心してお子さんを預けることができる環境の提供

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 と育児への手助けとなるため必要である。
■その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ ■⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる ■⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市民スタッフをお願いしている。 市民にボランティアとして参加していただいている。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
●③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
特になし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
159 235 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症に伴う蔓延防止等重点措置により、1月21日から3月21
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 82 34.89

日まで保育事業を中止とした。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,801 2,188 1,751 97.22
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

54.85

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症に伴う蔓延防止等重点措置に

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 より、1月21日から3月21日まで保育事業を中止とした。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 13.05

人 10万円 4.68 35.86

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1178 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 公民館学級・講座 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 保育スタッフによる一時保育事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 1 人 (換算人数 0.1 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,825 千円 (うち人件費 890 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 1,801 千円 (うち人件費 890 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラリ



点 市民が安全で利用しやすい、誰からも親しまれる施設にする。
施策目的・

(2)目的 施設の整備を計画的に進めるとともに、学校施設など既存施設の有効活用を推進し、身近な場所で学習がで 事業目的
展開方向

きるようにします。また、湖北地区図書館の整備については、湖北台地区に立地し、老朽化への対応が急が
生涯学習センターの建物、敷地の維持管理をする。定期的な保守点検、修繕の実施。施設管理、施設運営、 ・建築設備定期検査、自家用電気工作物保安管理業務
清掃業務、警備業務の４業務を一括して総合管理運営業務委託し円滑な管理運営を進める。 ・駐車場事業者選定（4月から民間運営）
R2年度中に駐車場事業者をプロポーザル方式より業者を選定し、4月から民間にて管理運営を行う。 当該年度 ・空調設備改修工事（電気設備、機械設備）

執行計画 ・空調改修工事に係る工事管理
(3)事業内容 内　　容 ・生涯学習センター火災受信盤更新工事に伴う設計業務委託

予定保守管理箇所 想定値 1当該年度
単位 箇所

活動結果指標 実績値 1

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 アビスタの保守管理が滞りなく行われ、安心して利用できる状態である。 間接 予定保守管理執行率 % 100 100

令和 4年度 アビスタの保守管理が滞りなく行われ、安心して利用できる状態である。 間接 予定保守管理執行率 % 100

令和 5年度 アビスタの保守管理が滞りなく行われ、安心して利用できる状態である。 間接 予定保守管理執行率 % 100

施設の経年劣化が進行しているため、計画的な修繕が必要になっている。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

総合管理運営業務委託料 65,283 総合管理運営業務委託料 63,678 63,678 総合管理運営業務委託料 65,657 総合管理運営業務委託料 67,399
施設維持管理費 施設維持管理費 施設維持管理費 施設維持管理費
　需用費（光熱水水費、修繕料他） 19,732 　需用費（光熱水水費、修繕料他） 18,703 14,665 　需用費（光熱水水費、修繕料他） 16,558 　需用費（光熱水水費、修繕料他） 16,558
　役務費（通信運搬費、火災保険料） 342 　需用費（補正） △3,207 　役務費（通信運搬費、火災保険料） 342 　役務費（通信運搬費、火災保険料） 342
　委託料（施設点検業務委託料） 763 　役務費（通信運搬費、火災保険料） 459 273 　委託料（施設点検業務委託料） 763 　委託料（施設点検業務委託料） 490
　使用料及び賃借料（機器使用料他） 146 　委託料（施設点検・無線機器交換） 144 382 　使用料及び賃借料（機器使用料他） 146 　使用料及び賃借料（機器使用料他） 146
　備品購入費 383 　使用料及び賃借料（機器使用料他） 0 131

実施内容 　網戸設置工事費 660 公民館維持管理費 公民館維持管理費
公民館維持管理費 公民館維持管理費 　需用費（消耗品費、印刷製本費） 128 　需用費（消耗品費、印刷製本費） 128

(8)施行事項
費　　用 　需用費（消耗品費、印刷製本費） 128 需用費（消耗品費、印刷製本費） 79 53 　役務費（手数料） 267 　役務費（手数料） 267

　役務費（手数料） 267 　役務費（手数料） 158 149 　使用料及び賃借料（機器使用料他） 1,707 　使用料及び賃借料（機器使用料他） 1,707
　委託料（委託料） 49 　使用料及び賃借料（機器使用料他） 1,707 1,189 　備品購入費 0 　備品購入費 0
　使用料及び賃借料（機器使用料他） 1,707 　使用料及び賃借料（補正） △12

＊ 　　備品購入費 0 駐車場照明増設工事（予備費） 149 149 ＊ 火災受信盤更新工事 5,379 屋上防水、外壁改修 36,900
＊ ＊ 空調設備改修工事（電気設備） 9,031 8,605 ＊ 屋上防水、外壁改修設計 3,690 ＊ 給水設備改修 8,965

アビスタ駐車場事業者による納付金R2年 0 ＊ 空調設備改修工事（機械設備）（公契約 139,370 128,627 ＊ 給水設備改修設計 897 ＊ 排水設備改修 750
生涯学習センター空調設備更新工事設計 3,844 ＊ 空調設備改修工事に伴う工事監理 3,127 3,050 ＊ 排水設備改修設計 75 ＊ 舞台吊物設備改修 2,807

＊ 防災設備改修工事設計業務委託 619 619 ＊ 舞台吊物設備改修設計 280 ＊ 電気集塵機改修 5,720
備品購入費（予備費） 154 132 ＊ 電気集塵機改修設計 572

予算(決算)額 合　　計 93,304 合　　計 234,159 221,702 合　　計 96,461 合　　計 142,179
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 90 ％ 136,700 126,800 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 79,108 84,895 82,912 83,897 142,179

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 ■その他 14,196 □特会 ■受益 □基金 ■その他 12,564 11,990 □特会 ■受益 □基金 ■その他 12,564 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 1.15 0.85 0.85 1 1
正職員人件費 10,005 7,565 7,565 8,900 8,900

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 103,309 241,724 229,267 105,361 151,079
(11)単位費用

103,309千円／箇所 241,724千円／箇所 229,267
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

生涯学習の拠点として安全を最優先に、利用者の拡充を図る。 ●①事前確認での想定どおり
また、一元管理の利便性を全面に出し、一層の市民サービスの向上を提供する。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

安全を最優先に一元管理の利便性を前面に出して、施設整備を行うことで、市民サービスの向上を提供することができた
。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市が主導で管理することで、安定したサービスの提供を行う

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 ことができ、またコスト面でも削減を行うことが出来た。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 新型コロナウイルス感染症の影響により実施できなかった。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ●③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他 新型コロナウイルス感染症の影響により実施できなかった。

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 雨水の再利用、太陽光発電については当施設内の設備を用い ●①想定どおり
□②生き物と共存している て行うことができた。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
雨水の再利用、太陽光発電、照明のLED化

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

施設設備に対して、総合管理委託をした会社と共に、整備計画を実行したため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ●②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 241,724 △138,415 229,267 94.85
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ 新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、開館時 ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、開館時間短縮を行ったことで 間短縮を行ったことで、主に光熱水費が当初予定
、主に光熱水費が当初予定していた予算額よりも実績値が低くなった。 していた予算額よりも実績値が低くなった。

△133.98

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.04

% 10万円 0.04 100

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
「事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1184 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 施設管理事務 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 ■我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 □全市

⑤事業期間 令和 3年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.85 人）
(1)事業概要

(当　初) 243,596 千円 (うち人件費 7,565 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 241,724 千円 (うち人件費 7,565 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51103 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

学習する場の充実を図るため、公民館や図書館、鳥の博物館、白樺文学館などの施設の充実や、学習の拠



の充実や、学習の拠点 指定管理者による創意工夫を発揮し、施設の利用者に質の高いサービスの提供及び管理経費の縮減をすすめ
施策目的・

(2)目的 施設の整備を計画的に進めるとともに、学校施設など既存施設の有効活用を推進し、身近な場所で学習がで 事業目的 る。
展開方向

きるようにします。また、湖北地区図書館の整備については、湖北台地区に立地し、老朽化への対応が急が
１湖北地区公民館の管理運営を指定管理者により遂行 １．指定管理制度の運営
・経費縮減･事務の省略化 ・指定管理者により施設の管理運営を遂行、指定管理者による自主事業の実施、利用者の要望・情報収集
・開館日の増加や開館時間の延長 当該年度 ・指定管理者選考委員会の開催（年2回）
・施設の維持管理の向上と施設の改善 執行計画 ２．施設の保守及び維持管理等

(3)事業内容 内　　容 ・市民に対するサービスの向上と利用者の拡大 ・受変電設備等更新工事
２指定期間　令和元年7月1日～令和6年3月31日
３施設の保守及び維持管理 利用者の延べ利用者数 想定値 175,000当該年度
・湖北地区公民館が開館してから２０年が経過し、施設設備等に老朽化が原因とする不具合が多数発生して 単位 人数

活動結果指標 実績値 83,993いるため、計画的に設備の更新や修繕を実施する。

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 利用者を増やし、我孫子市東部地域の生涯教育施設としての役割を果たす。 直接 1年間の延べ利用者数 人 172,238 175,000

令和 4年度 利用者を増やし、我孫子市東部地域の生涯教育施設としての役割を果たす。 直接 1年間の延べ利用者数 人 175,000

令和 5年度 利用者を増やし、我孫子市東部地域の生涯教育施設としての役割を果たす。 直接 1年間の延べ利用者数 人 175,000

施設の経年劣化が進行しているため、計画的な修繕が必要になっている。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

主査長非常勤特別職人件費 主査長非常勤特別職人件費 主査長非常勤特別職人件費 主査長非常勤特別職人件費
報酬（委員報酬3,500円×4人×2回） 28 報酬（委員報酬3,500円×4人×2回） 28 28 報酬（委員報酬3,500円×4人×2回） 28 報酬（委員報酬3,500円×4人×2回） 28
湖北地区公民館管理運営費　 湖北地区公民館管理運営費　 湖北地区公民館管理運営費　 湖北地区公民館管理運営費　
　施設修繕料 1,239 　施設修繕料 702 1,005 　施設修繕料 1,239 　施設修繕料 1,239
　火災保険料 29 　施設修繕料（補正） 317 　火災保険料 29 　火災保険料 29
　委託料 　火災保険料 29 29 　委託料 　委託料
　　指定管理料 44,155 　委託料 　　指定管理料 44,155 　　指定管理料 44,155

実施内容 　　施設点検業務 198 　　指定管理料 44,549 44,549 　　施設点検業務 198 　　施設点検業務 198
　　自動券売機設定変更業務 47 　　施設点検業務 245 223 　　自動券売機設定変更業務 47 　使用料及び賃借料　

(8)施行事項
費　　用 　使用料及び賃借料　 　　自動券売機硬貨識別装置交換業務委 94 94 　使用料及び賃借料　 　　ホール音響機器リース料　 168

　　ホール音響機器リース料　　 168 　使用料及び賃借料　 　　ホール音響機器リース料　　 168 　　　調光設備(10年リース)6年目 3,888
　　調光設備(10年リース)3年目 3,888 　　ホール音響機器リース料　　 168 168 　　調光設備(10年リース)5年目 3,888 　　備品購入費 0
　　備品購入費　 0 　　調光設備(10年リース)4年目 3,888 3,888 ＊ 昇降機設備工事設計 3,312 ＊ 昇降機設備工事 33,121

　　備品購入費 1,050 1,034 ＊ 防災設備工事設計 630 ＊ 防災設備工事 6,300
＊ 修繕料　三折緞帳修繕 1,650 ＊ 湖北地区公民館受変電設備等更新工事　 36,652 30,319 ＊ 屋根・外壁等防水シーリング工事鉄部塗 7,080
＊ 　　　　　1500千円×1.1 ＊ 給水設備工事設計 1,650

＊ 排水設備工事設計 1,125
＊ 浄化槽設備工事設計 120
＊ ガス設備工事設計 225

予算(決算)額 合　　計 51,402 合　　計 87,722 81,337 合　　計 53,694 合　　計 99,326
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 90 ％ 32,900 27,200 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 47,766 51,186 50,876 53,694 99,326

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 □その他 3,636 □特会 ■受益 □基金 □その他 3,636 3,261 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.3 0.35 0.35 0.25 0.25
正職員人件費 2,610 3,115 3,115 2,225 2,225

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 54,012 90,837 84,452 55,919 101,551
(11)単位費用

0.31千円／人数 0.52千円／人数 1.01
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・地方自治法の改正により、広く民間に門戸を広げた指定管理者制度は，競争原理が働き，サービスの向上，経費の縮減 ●①事前確認での想定どおり
が期待される制度である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・当施設は、指定管理者制度の導入により効率的，効果的な施設の管理･運営が望めるため実施の必要がある。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ・市民が安全で安心して利用できる学習環境を整備する必要がある。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

事業計画書に基づき、経費削減や有効な経費支出により、効果的な施設運営がされており、指定管理者選考委員会でも一
定の評価を受けている。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 民間事業者に管理を行わせる指定管理者制度を利用すること

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 により、市が管理業務を行っている。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる 平成18年度より指定管理者制度を導入している □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

■その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 公民館利用者との懇談会を開催し、出された意見を運営に反 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 映している。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 我孫子エコプロジェクト計画を推進している あびこエコプロジェクトに従い、節電・節水に努めた。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
172,238 175,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響による開館時間の短縮や、施設修繕に伴う休館
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 84,053 48.03

が影響したため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 90,837 △36,825 84,452 92.97
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△68.18

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響による開館時間の短縮

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 や、施設修繕に伴う休館が影響したため、施設利用人数

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 192.65 が大幅に減少したことによる。

人 10万円 99.53 51.66

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1185 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 湖北地区公民館の運営 位置づけ

③事業主体 ○市 ●その他（ 指定管理者制度 ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 ■湖北 □新木 □布佐 □全市

⑤事業期間 令和 3年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.35 人）
(1)事業概要

(当　初) 90,520 千円 (うち人件費 3,115 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 90,837 千円 (うち人件費 3,115 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51103 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

学習する場の充実を図るため、公民館や図書館、鳥の博物館、白樺文学館などの施設



庭で体験しにくい学び体験を通して、創造力、観察力などを養い、子どもの将来の夢を拡げ
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 る。また、豊かな人間関係を味わい、同時に「あびこ」の人々の専門性や人間性に触れ「あびこ」の良さを
展開方向

認識し、我孫子へのふるさと意識を育て、地域の人々と共に、街づくりに貢献できるようにする。
将来、地域に貢献できるように小・中学生を対象に、地元の学校・企業・専門家等の協力を得て体験型の学 ７月から１月にかけて夏、冬の長期休暇、および土曜日に全１４回程度実施予定。
習講座を実施する。 学習内容は科学、料理、工作、卓球、書道等。

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

受講者数／年 想定値 296当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 219

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 学ぶ喜び、科学する楽しさ、創造する楽しさなどを体験する中で、「あびこ」の環境や人々の良さを学び、地域や街に興味や関 直接 満足度 ％ 99 96
心を持つきっかけの場とする。

令和 4年度 学ぶ喜び、科学する楽しさ、創造する楽しさなどを味わう。また、「あびこ」の環境や人々の良さを学び、地域や街に興味や関 直接 満足度 ％ 96
心を持つことができるようになる。

令和 5年度 学ぶ喜び、科学する楽しさ、創造する楽しさなどを味わう。また、「あびこ」の環境や人々の良さを学び、地域や街に興味や関 直接 満足度 ％ 96
心を持つことができるようになる。
我孫子で活動する新規講師の発掘。

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 2,224 パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 2,733 2,733 パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 2,733 パート会計年度（公民館ＣＮ）報酬 2,733
講師報償費 106 講師報償費 106 82 講師報償費 106 講師報償費 106
消耗品費 15 消耗品費 15 13 消耗品費 15 消耗品費 12
食糧費 3 食糧費 3 1 食糧費 3 食糧費 3
保険料 20 保険料 20 20 保険料 20 保険料 20

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 2,368 合　　計 2,877 2,849 合　　計 2,877 合　　計 2,874
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 2,368 2,877 2,849 2,877 2,874

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0 0 0 0.15 0.15
正職員人件費 0 0 0 1,335 1,335

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 2,224 2,224 2,224 2,730 2,730
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,368 2,877 2,849 4,212 4,209
(11)単位費用

8千円／人 9.72千円／人 13.01
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

公民館が末永く地域に親しまれ利用されていくために、子ども達の明るい声が響き、雰囲気がなごむ元気な公民館づくり ●①事前確認での想定どおり
を進めていく必要がある。そのため、子ども達が公民館を利用するきっかけ作りとする講座を開催する。また、地域には ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 様々な経験や知識を持った人材があり、この方々と子ども達をつなげ、子ども達には地域を知り我孫子に愛着を持つよう ○要
   背景は？(事業の必要性) に、また講師となる方々には地域との関わりを持つ機会としていく必要がある。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

多岐分野の講座を専門的な知識を持つ市民、学校、団体等の協力により、日常体験しがたい学びの場、学校・地域を越え
た交流の場として実施できたため。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 家庭や学校にない人間関係を築き、日常体験しがたい学び体

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 験を通し、夢や希望を広げるきっかけにすることができる。
□その他 　促進された

■④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 子どもの指導に慣れた市民・市民団体を講師とする。 我孫子市民、団体等の協力を得て実施した。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
●④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 講座の中で環境について啓発する。 自然環境、生き物を意識した講座を実施した。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
99 96 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

参加者のかかわりを大切に、且つ興味関心、意欲を高めてくれる講師により、満
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 99 103.13

足度の高い講座を実施することができたため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,877 △509 2,849 99.03
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△21.49

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 3.34

％ 10万円 3.47 103.89

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1682 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 公民館学級・講座 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 アビコでなんでも学び隊 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成22年度 ～ ⑥担当職員数 0 人 (換算人数 0 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,877 千円 (うち人件費 0 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラリーなど 日常、学校や家



涯学習推進計画に基づき行われている各課の事業が、市民の学習ニーズや時代の変化、地域の課題に対応
施策目的・

(2)目的 どを進めて、生涯学習振興に関する行政施策を総合的に推進します。また、学習に関する情報提供、相談体 事業目的 しているかについて生涯学習推進委員会や生涯学習審議会で審議し、市民の生涯学習の推進を図る。
展開方向

制の充実を図るとともに、他の自治体や市民団体、大学、研究機関、企業などとの連携を強化するなど、市
・生涯学習推進計画に位置づけられている生涯学習関連事業の実施状況や予定を調査し、各事業の成果や課 ・生涯学習推進委員会の開催（年２回）
題などを調査する。 ・生涯学習審議会の開催（年２回）
・調査・整理した結果を生涯学習推進委員会や生涯学習審議会で協議・審議し、計画や施策、事業の現状や 当該年度
課題等について調整を図る。 執行計画

(3)事業内容 内　　容

実施計画事業件数 想定値 171当該年度
単位 件

活動結果指標 実績値 0

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 市の生涯学習の推進 直接 実施計画に位置づけられた事業の進捗率 ％ 100 100

令和 4年度 市の生涯学習の推進 直接 実施計画に位置づけられた事業の進捗率 ％ 100

令和 5年度 市の生涯学習の推進 直接 実施計画に位置づけられた事業の進捗率 ％ 100

市民の多様な学習ニーズに応えるため、生涯学習推進計画に基づく体系的な生涯学習推進事業を進める必要がある。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

調査費用消耗品 20 生涯学習審議会報酬 245 95 生涯学習審議会報酬 245 生涯学習審議会報酬 245
生涯学習審議会委員報酬 343 東葛飾地区社会教育連絡協議会負担金 35 15 東葛飾地区社会教育連絡協議会 35 東葛飾地区社会教育連絡協議会 35
東葛飾地区社会教育連絡協議会負担金 35 千葉県社会教育振興大会負担金 6 0 千葉県社会教育振興大会負担金 6 千葉県社会教育振興大会負担金 6
千葉県社会教育振興大会負担金 6 生涯学習審議会会議録作成 133 0 生涯学習審議会会議録作成 133 生涯学習審議会会議録作成 133
生涯学習審議会会議録作成 265 パート会計年度（事務補助）報酬 210 210 パート会計年度（事務補助）報酬 210 パート会計年度（事務補助）報酬 210
パート会計年度（事務補助）報酬 197

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 866 合　　計 629 320 合　　計 629 合　　計 629
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 866 629 320 629 629

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.6 0.6 0.6 0.75 0.75
正職員人件費 5,220 5,340 5,340 6,675 6,675

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 197 210 210 436 436
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 6,086 5,969 5,660 7,304 7,304
(11)単位費用

33.62千円／件 34.91千円／件 0
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市民の価値観、学習ニーズの多様化から生涯学習に対する市民の関心が高まっている。市民の多様な学習ニーズに応える ●①事前確認での想定どおり
ため、生涯学習推進計画に基づく体系的な生涯学習推進事業を進める必要がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

生涯学習審議会を開催し、生涯学習関連事業に関して市民の視点から意見交換を行った。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 生涯学習審議会を開催し、公民館のあり方や図書館のあり方

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 について委員からの意見を反映した。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市民団体等から選ばれている生涯学習審議会委員から市の生 生涯学習審議会を開催し、公民館のあり方や図書館のあり方 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 涯学習に関する意見等を聴き、生涯学習の推進に活かしてい について委員からの意見を反映した。 ●②当初期待したとおり
●③管理・運営に市民の参画有り る。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 生涯学習推進において、手賀沼など環境を意識した施策を取 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している り入れ、実施状況の進行管理を行っている。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

生涯学習にかかる取り組みが、全庁的に浸透してきたため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 5,969 117 5,660 94.82
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

1.92

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 1.68

％ 10万円 1.77 105.36

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 2228 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 生涯学習推進事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 生涯学習推進計画の進行管理 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.6 人）
(1)事業概要

(当　初) 5,969 千円 (うち人件費 5,340 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51201 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動を活発にするため、市が行う生涯学習関連事業の体系化や事業内容の充実、情報の共有化な 生


